






る」という慣用句があり，英語でも “close one’s eyes”
と表現する。日本語で「うわさなどを聞きつけるのが早
い」ことを「耳が早い」と言い，英語でも “have quick 
ears” と言う。他にも (1) のように，身体名を含む類似
の慣用句が少なくない。
(1) ａ．「目が据わる」one’s eyes are fixed
ｂ．「鼻で笑う」laugh through one’s nose
ｃ．「耳を塞ぐ」cover one’s ears to
ｄ．「胸が躍る」one’s heart leaps at
(1a)-(1d) の慣用句を用いた文 (2)-(5) は，それぞれ同様
の意味を表している。
(2) ａ．たくさん飲み過ぎて彼は目が据わっている。




ｂ．When I said that to him, he laughed through 
his nose and didn’t believe me.
(4) ａ．悲惨なニュースに思わず耳を塞いだ。
ｂ．I automatically covered my ears to the tragic 
news.
(5) ａ．素晴らしいニュースに胸が躍った。





ｂ．She has a sharp tongue but is kind at heart.
(7) ａ．私は人に顎で使われたくはない。
























Ude and Arm: A Comparative Study of Body-Related Idioms

































ずれがある。hand と arm はそれぞれ『オックスフォー
ド新英英辞典』（以下 ODE）で (12)(13) のように定義さ
れている。
(12) 　the end part of a person’s arm beyond the 
wrist, including the palm, fingers, and thumb
(13) 　each of the two upper limbs of the human 
body from the shoulder to the hand
hand は手のひらと指を含む手首から先の部分で，arm







arm という。ただし arm はときに hand も含めて
意味することがある。
「手」は時に「腕」を含むが，hand は arm を含まない。
arm は hand を含むことがある。日本語では「手」と
「足」をまとめて「手足」と表現し，「腕足」とは言わ
ない。英語では “limbs”，“hands and feet” や “arms and 
legs” と表す。また “hand and foot” という表現が「手足
となって」という意味で，(15) のように用いられる。
(15) ａ．She served her husband hand and foot.
（彼女はまめまめしく夫に仕えた。）









る」ことを表す英語の慣用句として，それぞれ “cost a 
person an arm and a leg” “charge a person an arm and 
a leg” があり，(16) のように用いられる。
(16) ａ．This watch cost me an arm and a leg.
（この腕時計は目が飛び出るほど高かった。）
ｂ．That restaurant charges an arm and a leg.
（あのレストランはべらぼうな金をとる。）
（『英和イディオム完全対訳辞典』）





の arm １と「武器」の意味の arm ２がある。後者は語
源的には「武器，家具」を意味するラテン語 arma か
ら来ているとされ，arm １と区別されている。しかしな
がら，「腕」の arm １と「武器」の arm ２それぞれの語
源 (e)arm と arma の元を辿れば，どちらも “fit, join” を
意味する印欧祖語の語根 ar- とつながっている（Online 
Etymology Dictionary）。英語ネイティブ・スピーカー












という意味を表す。５ “the（long）arm of the law”（法
の力，警察の捜査力）は権力を示す表現であり，“put 
the arm on someone”（強要する）のような表現もある。
(17) はその例である。
(17) If they don’t cooperate, put the arm on them.
（協力しないようだったら，力ずくでもやらせろ。）
（『ランダムハウス英和大辞典』）











ｂ．How do I get better at playing tennis?
(19) ａ．あの大工はすごく腕がいい。
ｂ．That carpenter is very skillful.
(20) ａ．腕が立つ職人の数が減って来ている。
ｂ．The number of skillful craftsmen has been 
decreasing.
(21) ａ．腕が鳴るよ。
ｂ．I’m itching to do it.
(22) ａ．彼は会社の経営に腕を振るった。









の長さに例えた表現 “as long as one’s arm” や “at arm’s 
length” を用いた例である。




(25) ａ．He held the dirty rag at arm’s length.
（ODE）
ｂ．He’s the kind of person you pity but want 




ｃ．Relations between the bank and the 
committee will be at arm’s length until the 
report is delivered in July.
（Cobuild Idiom Dictionary）
“as long as one’s arm” は物の長さが長いことを，腕の
長さに例えて比喩的に表現している。(24) では買い物メ
モがとても長いものであることを示し，(25) は２者間の
距離感を表現している。(25a) について ODE では “ ＝ as 
far away from his body as possible” と付記されている。
字義的には「腕の長さ分，離して持った」という表現で
あるが，できるだけ遠ざけて持っていたことを表してい
る。同様に (25b) も (25c) も，字義的には「腕の長さ離
れた状態にする」ということだが，「距離をおく」こと






(26)　 He had lived his twenty-eight years at arm’s 









５　 arm-twist（圧力をかける）や arm-twisting（無理押し，強い圧力）という表現もある。arm-twist は（i）のように用いられる。
(i)　White House staffers arm-twisted the coal industry into accepting the contract. ホワイトハウスの幹部たちは，石炭産業界にそ
の契約を押しつけ受諾させた。（『英語イディオム事典＜身体句編＞』）
６　 「腕」にも「腕力（に訴える）」「腕ずく」といった「力」を表す表現があるが，どれも暴力的なイメージを持つように思われる。
７　 実際に距離を置くときは hold を，比喩的な場合は keep を用いるのが普通（『ロングマンイディオム英和辞典』）ということであ
る。
８　 (26) は，Evelyn Waugh の作品『愛されたもの』（The Loved One）からの引用である。主人公デニスの年齢設定が28歳であるた
め，「生れてからの」という部分が補足的に挿入された日本語訳となっている。
4　他にも，arm を含む慣用句には，“with folded arms” 
（手をこまねいて），“with one arm（tied）behind one’
s back”（不利な条件で；何の苦労もなく），“with open 
arms”（心から喜んで）があり，(27) のように使われる。
(27) ａ．He looked on with folded arms.
（彼は手をこまねいて傍観していた。）
（『英語イディオム・句動詞大辞典』）
ｂ．I can assemble that chair with one arm 
tied behind my back.
（あのいすは簡単に組み立てられる。）
（『オーレックス英和辞典』）
















のと同様のことが arm にも言えるとして，(28) の例を
挙げている。
(28)　 The doctor decided to chance his arm and try 




















の気持ちで何かをするということで，(29) も (28) と同様
である。





ｂ．‘I’m rather surprised you did decline, you 
know.’ said Charles. ‘You’ve chanced your 






庄 司（2010：182） は (30) の 例 が「 技 量・ 能 力 の ス
キーマ」に合わないことから，「スキーマとは違う誇張
的な意味で使われることもある」と説明している。




る。(28) や (29) と同様，(30) も arm が非常に大切なも
のとして捉えられているということである。(30) は「片
腕と片足が必要なくらい」多額のお金がかかるというこ
とである。“give one’s right arm” を用いた (31) の例も同
様である。
(31)　 Most people would give their right arm to have 























ｂ．Can you do any extra shifts this week as 
we are short of hands?
(35)　 ａ．彼は怒ると手がつけられなくなる。
ｂ．He gets out of hand when he is upset.
(36)　 ａ．あいにく手が塞がっています。
ｂ．I’m sorry, but I have my hands full.
(37)　 ａ．私たちはプレゼンを成功させるために手に
手を取って協力した。
ｂ．We went hand in hand together to make a 
winning presentation.
(38)　 ａ．彼の故人データは犯罪組織の手に渡った。
ｂ．His personal data fell into the hands of a 
crime organization.
(39)　 ａ．父は私に決して手を上げなかった。




ｂ．It’s necessary to lend a hand to one 
another at this difficult time.
(41)　 ａ．私たちは外国の会社と手を組むことで危機
を乗り越えた。
ｂ．We co-uld over come the crisis by joining 
hands with a foreign company.
(42)　 ａ．彼は常に何か新しいことに手を付けたが
る。
ｂ．He always wants to set his hand to 
something new.
(43)　 ａ．子どもたちはまだ私の手を離れていない。




表現は見られない。hand には (44) のように，日本語の
「腕」に見られるような「能力・技術」を表す表現があ
る。
(44)　 ａ．“I’ve always wanted to try my hand at 
unraveling a murder mystery.”
（「殺人事件の解決に腕を試してみたいとい
つも願っていたんだ」）
ｂ．‘I’ve only been practicing so far. Getting 
my hand in so to speak.’
（それまで練習していただけだ。いわばう
でを上げるのにさ。）
ｃ．She has a hand for pastry.
（パイを作るのがうまい。）
ｄ．He had a good hand in teaching.
（教え方が上手だ。）
ｅ．He has a light hand with cooking.
（彼は料理が上手だ。）
ｆ．This painting shows a master’s hand.
（この絵は巨匠の技量を示している。）
ｇ．She plays the piano once or twice a week 






























ていることが考えられる。arm を含む慣用句には “twist 
a person’s arm”（人に無理強いする），“the（long）arm 
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